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○決算サマリー（対前年）

・当第1四半期の実績は、前年同期比で増収増益

・受注高 前年同期比 5.6％増 1,020億円 3年ぶりに1,000億円超

・売上高 前年同期比 3.3％増 889億円 制御事業を中心に堅調

・営業利益 前年同期比 88.1％増 48億円 前年の一時的要因もあ
り大幅に増加

・四半期純利益は、昨年特別利益を24億円計上したこともあり、税引き前
利益に大きな差額がないことから、前年同期比+1億円の34億円といずれ
も前年を上回る結果
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○四半期別実績

・受注・売上・営業利益における四半期別の実績

・FY17受注予定の大口プロジェクトが今期にずれ込み、その一部が当期に
受注されたこともあり、大幅に伸長

・なお、当社の売上・営業利益は、日本の制御事業を中心に2Qおよび4Q
に集中する傾向あり
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○営業利益分析

・営業利益、48億円 前年同期比＋23億円と大幅に増益

・主な要因は2つ ①増収に伴い、粗利が前年同期比で13億円増加

②もうひとつは粗利率が改善

・粗利率改善の主な要因は、前年度に日本の制御事業で一時的に悪化
したことによる反動、およびサービス事業が伸長したこと
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○セグメント別の受注・売上・営業利益実績

・制御事業は、堅調なスタート

・受注は前年同期比+40億円、売上は前年同期比+32億円の増収、営
業利益は前年同期比+27億の大幅な増益

・受注、売上高の増加要因として、海外の製品販売（プロダクト品）を中
心に堅調。特に中国は前期に引き続き好調

・計測事業は、ほぼ前年並み。受注は前年同期比+3億円、売上は同
▲3億円、営業利益は同+1億円

・航機その他事業は、厳しい市場環境が継続。その影響を受け、売上は前
年同期比▲3億円、営業利益は▲5億円の減益

7



○地域別売上高

・今年度より、地域を仕向地別基準に変更

・日本 制御は堅調

計測、航機その他はほぼ前年並み

・海外 制御は好調。計測はほぼ前年並み

航機その他厳しい市況の影響で若干苦戦
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○制御地域別 受注高、売上高

・今年度より、仕向け地別基準に変更

・アジアを ①東南アジア・極東 ②中国 ③インド と３つの区分に変更

・中国が化学業種を中心に受注、売上ともに堅調

・インドは、ダウンストリームが堅調で受注が増加

・中東アフリカは、昨年からスリップした案件もあり、受注が増加
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○制御業種別 受注・売上高比率

・前年同期比 受注、売上ともにUpstreamが増加

このうち受注の増加は中東が中心、売上は中東、ロシアなどで増加
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○現状認識

・５月にお話しした認識と大きな変化はない

・市況：生産性向上ためのOPEX投資継続を期待、またCAPEXでも一部投
資マインドに回復の兆し

・地域：中国の製品販売が堅調、日本は堅調持続、北米・中東・ロシアでは
プロジェクトに注目

・業種：足元も含め中長期的にポジティブと考えている「ガス需要の拡大」

・特に環境にやさしいクリーンLNGは、今後も市場の拡大が期待

・今後も「北米」や「ロシア」など有望なPJTが複数期待

・米中貿易摩擦の影響による市況悪化の懸念等、不透明感あり
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○業績予想

・１Qは堅調なスタートと見えるが、米中貿易摩擦など、先行きに一部不透
明な状況もあり、変更なし
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○営業利益増減要因

・前回と比べ、KBC関連および会計処理＋20億円を

KBC関連＋30億円 会計処理▲10億円と２つに区分



○セグメント受注、売上、営業利益

・現時点では修正なし
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